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意識的にチェックすることの大切さ

(!)チ ェックの 目的

チェックはできるだけ軽い症状で不健康状態を把握 し、素早 く適切な対策を講 じるためにあります。

そのためには 『チェックをするのだ』という強い目的を持って実行する事が大切です。意識的に常時

牛を観察する作業の繰り返 しが、瞬時に極めて軽い内に異常を発見する能力を高める様になるのです。

個体の変化を早期に発見 し、対応する事により被害を最少限にくい止め、回復を早めることが出来ま

す。乳牛を飼養する条件に大巾な変化が起ってヽヽる以上、酪農家の健康管理方法にも大巾な変更が求

められています。以下にその要点を説明します。

区う「
ステ百イ -  6  -  9  - 12  -― 一→  15  -― ―――)  20

←いつもと違う状態の発見(ムニ ド、日や耳や鼻の状態、歩様、糞の状態・PH、体温)→

星→難→薦の露や繁→後の露一―――――――→繹
体高や体重(毎月とかポイン ト毎)

(3)チ ェックのための基本条件

あなたの牧場はどう?

大丈夫 ?
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チ土ックのテクニウクあれこれ

(:)日 常のチ ェック 〔毎 日必ずチ ェック、特に哺育牛は哺乳毎に実施〕

毎日する作業はつ。V隋性的になり、早 く終らせたい一心のものになりがちです。また、何かをしな

がら、例えば哺ジLしながらとか、エサ給与をしながらとかの作業では本気の早ロチェックは出来ませ

ん。だからこそ尚更、意識的にその目的を果たす独立した仕事として、日常チェックを繰り返すこと

が大切です。その本気さがあなたの技術を更に高めるのです。意識的に見る順序を決めておく。

① 通 常チェック

ステップ 1

↓ ヒ変の

化
　
　
ど

変
　
　
な

の
　
　
応

方
　
　
反

多Ｃ　　〈口　　　
ヽ

鳴

具

方

ヽ
　
き
ｃ
　
キ
ｃ

き

付

歩

つ
　
や
　
ヽ

顔

態

方

ヽ
状

仕

化

の

の

変

糞

臥

の
　
ヽ
横

鼻

り
　

ヽ

・

張

方

耳

の

ち

。

体

立

日
　
　
　ヽ
　
ヽ

・

や

方

情

づ

み

表

毛

飲

Ｆ
Ｉ
丁
Ｌ

点時の乳ほ↓

(2)チ ェ シヽクの区分

キャッチング施設

明るい場所

見やすい場所

平 らな床

少ない糞尿

容易な個体の識別

暗い場所

閉込められている

糞だらけの床

逃げる牛

瞬時の観察不能

変化の見落とし

接近の不能

測定の不能

ラクラク

チェック
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↓
ステップ

||

ステップ

② 何 か異常を感じたら一本気でチェック

◎ 一 歩前進チェック

|:i3][li[[;:iFff泥鼻|
・ハッチ内の糞の状態

・
肛門周辺の糞の付き具合

・屋内の換気や湿気

・マブタの戻 り具合

・体温や糞のPH測 定

③ 哺 乳牛の下痢に対するチェック (例)

◎一周チェック法

(策当環喜量璽
を感じたら個体を一周

2→飼料給与時1二{『81]li][響
ヒ

3→ 作業の合間  ―

l馨
=覇 彗彗行動

回
、 体温、糞のPH

体温測定は管

理者のクセと

して身に付け

よう。

初乳給与までの時間と量 二 ―

代用子Lの恒常性

施設、器具の乾燥と消毒 一 ―

初乳給与が遅 く少ない個体 ―

難産等で衰弱した個体 ― 一■

代用ジLへの切 り換え時点 一 ―

離乳時

時間と量

温度と濃度

乾燥 と消毒

抵抗力低下

監視の強化

代用乳の品質

採食量の確認
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代用子しの品質や給与法

ほ乳を継続する

発酵初ジLの給与

今のままの場所

自分の治療

ウィルス性、細菌

ほ乳を中止する
早め早めの対応

↓

最少限の体力低下

他疾病の最少限感染

一
一
一
一
一

信塁響重
~竃
三層r昇:みヨ

獣医師の診療

④ 個 体識別

グループで管理されている牛は、先ず個体識別がはっきりしていなけ

ればなりません。何番の牛が異常を訴えているのか?何番の個体が順調

に発育しているが、それを判断するためには少し遠日でも個体識別が可

能な様にマークされていなければなりません。① 人 の目に付きやすい

ような配色と牛舎構造 ②  対 象牛から目を離さず接近できるためのマ

ンパス ③  タ ックの利用。両耳、首、色分けなどにより、かなり意図

的な分類ができるはずです。

⑤ 心 の交流

相量層I:111軍倉F勇撃繁喜キ|こ〔羨:曇層[募2[見『18顧l    l  /
行動や糞の状態を変え、あらゆる手段を使って訴えています。管理の人  ｀  し 趣にハ    /

モウ.さんは、モウあきらめて、モウも出ず

健康管理カー ド (Fll) 異常を感 じた時は順番を決め、完全にチェックして記録する。

番号 名 号 生 年 月 日

調査

月日
表  情

変
レ
し 状 態 行 動 糞

状態

脱水

(瞼)
具 体 的 処 置

目 耳 鼻 毛 尻 体 採食 寝方 歩様

備考 何か変だ /)少 し異常 (△)異 常 (×)

lJツ 異ヽυ小 ぶて久えヽのりり0す反τ惧つ t跡ラ

が早 く分ってくれない事が多く、牛達はイライラθ

うか。

⑥ チ ェックシー ト



(2)臨 時チ ェック

① 出 生時点

生命保持と新生子牛の汚染防止のためにチェックをする。

事前にチェックを行いましょう。

人エジL採食量の変化

粗飼料採食状態 と反郷

発育状態

健康状態
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(どこかに変調はないか)
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||

(離乳後)

↓
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「

Ｉ

Ｌ

また、難産や事故を未然に防止するため、

日腔内の胎水除去 と鼻腔への刺激

カテーテルによる強市1ほ乳

体毛の乾燥 と刺激

へその緒の消毒、その後の脹れ具合

牛 体 の 乾 燥

② 離 乳時点

人工乳 (離ジL食=ス ターター)の 採食状態 (量)が 離ジLの決め手です。また、離乳後は体調激変を

起こしやすい状態になります。この時点のチェックにより、離ギしによるストレスを最少限にくい止め

たいものです:

点検事項

③ 群 飼の時点
発 育 内 容

はじめて群に入れたり、次の群に編入したりする場合は特に留意が必要です。それは個体の精神的

安定は群内の序列の確定と安定によって得られるからです。いじめられやすい条件を持っている牛は

事前にチェックをしておきましょう。また、弱い牛を早めに見抜き対応しましょう。弱い牛が安心 ・

安全に生活できる条件整備も又大切です。

孤立牛の存在とその行動 (集団と日頃との比較)

行動が異常→逃げまどう牛。コソコソし、近付かない

採食行動 と個体の状態変化

放牧場、パ ドックの歩行や外ぼうの変化

応対

①事前の接触

②目の届きやすい場所

③変化を知る努力

点検事項
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④ 種 付時点

種付けのための諸条件が満たされているかのチェックが必要です。個体別に適切な種付けのための
チェックがなされれば、初産時において安定的な生産が保証さ

Ｆ

「

―

―

Ｉ

Ｌ

容内のクツエチ

体格。ボディーコンディション

分娩させたい時期

適合する父牛

発情発見と周期の確認

再発の有無と妊娠鑑定

れます6

種付けグルービングの実施

種付け予定牛をグルービングする

事により種付けを忘れる事もなく、

グループ内の相乗効果により、発

情発現も鮮明になる。

(3)定 期的な測定

定期的な体重、体高、ボディーコンデ″ションのチェックにより発育状況を知り、技術的な適否を
判断する。そして、目的どおりの状況になってないなら技術的な再検討をする。この定期的な測定の
データは育成技術の適否を如実に表現し、次への改善策を示唆してくれます。

0体 重 測 定 0体 高 測 定

79Yf=Yr - / メジャーの取り付け

体重、体高の測定やボディーコンディションのは握はあまり行なわれていません。しかし、定期的

に測定する (全頭とは限らない)事 で育成牛との接触機会もふえ、測定の効果のみならず異常の発見

や層1致の効果も期待できます。簡易に測定できる条件の整備をしましよう:測定する度に牛に大変な
ストレスを与えるのでは返って損でしょう。おまけに、不備な測定場所はデ‐夕がデタラメになりや
すく、 2重 の損になります。また、ボディーコンディションのは握は育成牛が太ってぃるのか、やせ
ているのか、太りつつあるのか、やせつつあるのか、あるいは横バイなのか■を総合的に判断する事
ができ、日頃からは握技術を身に付けておく必要があります。

体重推定尺
壁へのマーク
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